
ひたちなか市は、東電福島第一原発事故現場から約１２０キロメートル、東海第二原発から約１０キロ圏内にあります。 
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原電、東海第二の工事強行 
県や地元市村と矛盾拡げる 

  
 

知事や市町村長を 動かしはじめた あなたの声を もっと大きく 
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山 田 

東海村長 

（3.8 万人） 
 

高 橋 

水戸市長

（27 万人） 

避難計画に感染症対策を取り入れ 

るのは困難なテーマだ。（県議会答弁） 

（再稼働可否の）知事の判断時期は 

2022 年末どころではない、もっと時間

がかかる。(6/24 記者会見) 
新安全協定に基づく(市村

と原電との)協議は工事の進み

具合に合わせるものではなく、

市村側がカジ取りしていくも

ので、厳正に対処していく。 1

市村でも反対があればその先

には進まないことを確認して

いる。(村議会答弁)  

避難計画策定に期限を設

けると、本来やるべきことが抜

け落ちる可能性が有る。作成は

特に急がない。 （2月の住民と

の面会) 

大井川知事 

避難計画はいつで

きるか見通せない。策定

後に万人単位の市民か

ら再稼働の賛否を聞き

判断する。市民の理解が

ない限り動かせない。 

(2 月の住民との面会) 

実効性ある避難計画を含め、

市民の安全が確保されない限り再

稼働できないし、なし崩し工事は

認められない。計画策定にはさま

ざまな課題があり、一つ一つ対応

を考えて、議会や市民の指摘もい

ただく。(市議会答弁) 

大 谷 

市長 

（16 万人） 
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避難計画作成は、 

もっと時間がかかる 

tel:029-273-4775
http://sayonaragennpatu.wixsite.com/mysite
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セシウムからの放射線は測定を開始した 2012 年 4 月から 3 年後に約半分に減りました。今後は減り方がゆるやかになるので半減

するのに約 30 年かかると推定されます。樹木の根元に濃縮されがちなので要注意です。 

 

 

  大谷市長に要望書を提出  8 月 11 日 
 

市民の皆様から寄せられた声を以下の 4 点にまとめ、関連質問も添えて、大谷市長に提出しました。 
 

 1  原電に対して、新安全協定に基づく市村

との意見交換や協議に応じさせ、協議継続中

の工事進行はやめさせること、また、コロナ

感染防止対策の状況を毎日、原電のホームペ

ージに掲載させること。  

 2  東海第二の使用済み燃料が冷却された 

現在、原電が廃止の認可を得れば、5 キロ圏 

内の長砂地区以外は避難計画が不要となる

こと。； 

 3  避難計画は、本市民の避難は 30 キロ圏

内市民が前方を塞いでしまうため特に困難

であることを踏まえ、ウイルス感染対策を不

可欠な課題として盛り込み、市民の納得を得

て作成すること。 

 4  東海第二原発再稼働の賛否について、市

民投票又はそれに準じる方法で市民の意向

を早期に把握し、公表すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海第二原発への 声 声  声  

 

東海第二を動かすなんて とんでもない‼ 

原発なくすのに、保守も革新も 与党も野党も 関係ない‼ 
 

（小泉元首相、一昨年４月 水戸市、昨年９月 日立市 講演） 

ニュース配布を増やすため 

配り手と募金 をお願いします 
 

ご協力いただける方は、最寄りの会員または１面

上部の連絡先（佐藤）まで。詳しくはその際に。 

 

30 歳前後 女性 (主婦)長砂 

会員:近頃、知事も市長も原発に対して、厳し 

い言い方になっています。避難計画で

コロナウイルス対策をどうするか、避

難先の確保だって再検討しなければな

らない知事や市長としては厳しくなる

のは当然ですけれどね。 

女性:直ぐ近くですものね。原発事故恐ろしい

ですね。無くしたいです。 

会員:原発をなくすために毎月1万枚超のチラ

シを市内に配り歩き、歓迎されていま

す。でもペーパーだけでは若い人への

広がりに欠けます。SN・・・ ? 

女性:SNSですね。東海第二をなくすには、若

い層の取り組みも必要ですよね。わか

りました。 

70 歳前後 男性 (勝田駅にて) 

私は東海第二の設計等に携わったが、私

も(あなたたちと同じように)再稼働は ダ

メだと思っている。神様じゃないのだか

ら。原発は人間が扱える代物ではない。 
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